

















論  文  題  目  
 
Composition, Structure, and Morphology Control 






































































利 用 す る 手 法 か ら メ ソ ポ ー ラ ス 白 金 ロ ッ ド を 合 成 し た 。 ロ ッ ド の 直 径 は














 一方、メソポーラス白金ロッド合成時と同一組成の前駆溶液中を PAAM チ
ャネル中に導入し、液晶相形成後に減圧処理の過程を加えると、メソポーラ
ス白金チューブが得られた。メソポーラス白金チューブの壁厚は約 10  nm で






した。メソポーラス金属の細孔径は約 2~3 nm 程度、メソ構造は二次元ヘキ
サゴナル構造に限定されていた。そこで従来用いられていたアルキルオリゴ
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